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７月２８日（水）～３０日（金）の３日間、岡山市に

おいて、全国農村振興技術連盟主催の「平成２２年度農

村振興リーダー研修」が開催されました。 

 今回、岡山会場は、中国四国管内の活動組織を中心に

約６０名、県内からは１３名（９活動組織）が参加され

ました。 

 研修会では、１グループ１０名の６グループに分かれ

ワークショップを行い、１日目は、農村振興リーダー像

についての話し合いを、２日目は仮想地区を設定し、農 

地・水・環境保全向上対策活動計画を策定しました。 

 ワークショップでの留意点：「無理強いはしないが、全員が発言する」「人の意見については批判

しない」をもとに、参加者全員が地域の夢を語り、活発な検討がなされ、構想を活動計画に取りま

とめました。 

 最終日のプレゼンテーションで、その成果を各グループ全員が８分の持ち時間で発表しました。

短期間でのワークショップにもかかわらず、各グループとも大変うまく取りまとめられ、岡山会場

でのプレゼンテーションは大変素晴らしいと講師の方から講評をいただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めてのワークショップ体験であり戸惑うことの連続でしたが、ワークショップを通じて、人は

それぞれ色々な思い、意見があり、多種多様なアイデアを持っていることを再認識しました。また、

それをいかに集約することが重要かということが理解出来、有意義な研修でした。 

６グループに分かれてのワークショップ 

ワークッショップの概要 

① 「農村振興リーダー像」を考える。 

② 各グループ毎に仮想集落（地域）を設定し、現状認識をした後に、全員が地域の夢を語り

構想を活動計画案にまとめ、キャッチ・コピーを定める。 

③ 夢実現への様々なアイデアを検討し、活動計画を策定し最終的なキャッチ・コピーを定め

る。 

地域でワークショップを行う際の留意点 

○地域の活性化は女性の力が必要。ぜひ女性の参画を働きかける。 

○子供たちの参画を検討する。子供から親への繋がりが期待出来る。 

○ボタンの掛け違いのないように進める。一度違う方向に向かうと修復が困難となる。 

○人の意見は批判しない。 

○グループの人数は６名程度がベスト。 



 

 

魚巣ブロック 

取組みを知らせる看板 

魚巣ブロック 

発酵した EM菌ダンゴ 

                           

 

 

今回、地域の水路に魚を呼び戻そうと活動を続けておられ 

る日下環境保全組合（出雲市）にお話を聞いてきました。 

 当日（６月８日）は、小雨の降る中、福代さん、荒木さん、

柳楽さん三人の方にお話を伺うことが出来ました。（三人の

方のお話は青文字にしています。） 

 

今日は、日下環境保全会で新しい取組みをしておられる 

と聞いておたずねしました。 

平成１９年度から子供たちと「水路の生き物調査」をしていますが、三面コンクリート水路で魚のよ 

り所がなく、昔ほど魚がいなくなったので、地域の水路３００ｍに５個の「魚巣ブロック」を置いて 

みました。 

置かれる際に何か気をつけられた事がありますか？ 

事前に、島根大学の先生のところへ勉強に行き、アドバイスを受けまし

た。魚の進入口が一定の方向にならないよう気をつけたりしています。

それと、地域の皆さんに、魚巣ブロックの取組みを分かって貰えるよう、

写真付きの看板を設置しました。 

魚巣ブロックの管理はどうですか。水路のゴミがブロックに引っかかり 

ませんか？ 

魚巣ブロックの上が開くようになっていて、中の掃除が出来ます。ゴミ

は、水路掃除をしていますから大丈夫です。 

効果は出てきていますか？ 

設置してまだ１年なので・・ただ、先日の川掃除の時にウナギが見つか

ったりして、少しずつ魚の種類が増えてきているのではと感じています。 

最後にこの活動に対する思いは？ 

日下では子供たちに「EM 菌を使った水質保全」、「水路の生き物調査」など

一連の活動で、「生き物はそれぞれ手をつないで生きている」ということを伝えたいと思っています。 

日下のみなさん、ご協力有難うございました。 

 「突撃レポート」次回はあなたの組織にお邪魔します・・・ 

 
 
                                        Vol.４ 

今回は、確認会で会計を見させて頂いた時に気付いたことです。 

★共同、営農活動で支出のあった時は、適宜、早めに処理をしましょう。 

★日当を支払う場合、「いつ、誰が、どこで、何の作業を、何時間した」という一連の 

流れが分かるように整理をしておきましょう。（草刈りの日当支払いも同じです。） 

★領収書の但し書きに、品物、数量を記入しておきましょう。 

（又は詳細の印字されたレシートをとっておきましょう。） 

～魚巣ブロック編～ 

魚巣ブロック 

 
 

 
 

 
第1弾 



 

 

 

 

 

 

 

  
 島根県では、人と環境にやさしい農業を生産者と消費者が一体となって推進する体制作りを進めてい

ます。 

 

  その内のエコファーマー制度及びエコロジー農産物を紹介します。 

 

 

 平成 12 年度から始まりました。エコファーマーとは持

続農業法に基づき、土づくりを行い、化学農薬や化学肥料

を慣行栽培よりも３割以上削減する計画を作成し、環境と

調和のとれた農業を実践する生産者として島根県知事が認

定した「認定農業者」です。 

 毎年、生産者数が増加しています。 

（図１参照） 

                                                         （図１） 

 

   エコファーマーが土づくりを行ったほ場で、節減対象

農薬※、化学肥料（窒素）の使用を県の定めた慣行栽培

よりも５割以上削減して栽培した農産物で、農地・水・

環境保全向上対策（営農）での申請作物も対象となりま

す。島根県知事が推奨しています。 

 毎年、栽培面積が増加しており、独自にエコ農産物を

販売する組織や新たにエコ農産物を扱う店舗もありま

す。（図２参照）                                    

 販売時に専用のマークを貼ることができ、他の農産物と        （図２） 

差別化を図ることができます。 

平成 21 年度からは推奨マークの様式を変更し、「５割減」と「不使用」を

明確化し、より消費者の方に栽培方法等を知ってもらう表示としました。 

 「不使用」区分は、対象作物の栽培期間中に節減対象農薬と化学肥料（窒

素）を使わずに栽培した農産物を示しています。 

  平成 21 年度の推奨実績の内、「不使用」区分の栽培面積は 3.5％（3.4

／992ha）、推奨件数は 1.2％（133／1097 件）ですが、品目は水稲、

野菜、果樹など多数推奨されています。 

 

  詳しい手続きについては、隠岐支庁農林局、各農林振興センターへお問

い合わせください。 

 ※化学合成農薬のうち、有機農産物のＪＡＳ規格で使用可能な農薬を除外したもの 

環境にやさしい農業に取り組んでみませんか？ 

 

0

500

1000

1500

2000

年度

人

人数 701 820 940 1079 1576 1665 1712

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

１ エコファーマー制度 

２ エコロジー農産物 

エコファーマー数推移（平成２２年３月末）

 

エコロジー農産物推奨面積
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～農地・水・環境保全向上対策に関することは！～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会 

〔事務局〕水土里ネット島根  Tel0852-32-4144  Fax0852-24-0848 

http://www.nouchimizu-shimane.jp 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ（共同活動） Tel0852-22-6262 

     〃  農畜産振興課有機農業グループ（営農活動） Tel0852-22-6477 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は県内各農林振興センター、最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

★お知らせ★ 

先月号で募集した「カバープランツ研修」の研修地が、東部会場は「中古志環境保全協議会」（松

江市）、西部会場は「富山農地・水保全協議会」（大田市）に決まりました。 

日程など研修の詳しい内容を、今月号のネットワーク通信に同封していますのでご覧ください。 

皆さんの参加をお待ちしています。 

★今月の予定★ 

 ８（水） 
～１０（金） 

平成２１年度実施状況確認・相談会 
（安来市） 

２３（木） 
２５（土） 

カバープランツ研修会（大田市） 
カバープランツ研修会（松江市） 

 

 １３（月） 
平成２１年度実施状況確認・相談会 
（吉賀町） 

２８（火） 
～２９（水） 

平成２１年度実施状況確認・相談会 
（隠岐の島町） 

 

 １４（火） 
～１５（水） 

平成２１年度実施状況確認・相談会 
（津和野町） 

３０（金） 
平成２１年度実施状況確認・相談会 
（雲南市） 

 

 

 

 

 
私たちは、「農悠久の里」（益田市）へカバープランツの視察研修に行き、研修を基

に、農用地法面へ“日照り草”を植栽しました。 

春から夏にかけては日照り草、秋には彼岸花、コスモス、そばの花が一面に広がる

風景を古曽志上組のシンボルとして、地域のみんなで一緒に守り育てていきたいと

思います。 

 
 

 
 
 
 

古曽志上組農地保全会（松江市）よりお便りが届きました。 

彼岸花の芽が出る前（８月末）

に、草刈りをするなど、皆さん

で景観を良くする活動を続け

ておられます。植栽した後の、

維持管理も大切な活動です

ね。 

地域のシンボルとして 

 
郵便番号、住所、氏名、電話番号、組織の方ならば活動組織名を明記。 
郵便、ファックス、メール、電話での投稿。次号への掲載は、前月２０日ころまでに必着。 
宛先は、〒690-0876 松江市黒田町 432-1 水土里ネット島根「おたよりコーナー」係。 
FAX 番号（0852）24-0848、電子メール shigenhozen@shimanedoren.or.jp 

【投稿規定】 

～担当者の声～ 

６月終わりから H21 実施状況確認・相談会が続いています。年に一度、直接活動組織の方からお話を伺う

貴重な機会です。確認会では、皆さんの「ふるさとを守っていこう」という気持ちと一緒に「ふるさとへ

の誇り」を感じます。そして色々な工夫のもと、活動を広げておられます。その思いや、活動を聞き漏ら

さないようにして、この通信で沢山の方へ伝えることが出来るようにと思っています。（事務局 Ｆ） 


